










































































































































































































































































730 222 37 145 




948 288 45 161 
13.9% 4.2% 0.7% 2.4%
2008年 3,613 
581 190 20 78 
16.1% 5.3% 0.6% 2.2%
2010年 4,349 
819 23 33 168 
18.8% 0.5% 0.8% 3.9%
大隅2006年 1,765 
295 41 10 33
16.7% 2.3% 0.6% 1.9%
2010年 1,679 
387 42 3 40













鹿児島県 2010年 2030年 2050年
総集落数
6,059 144 344 872 
100 2.4% 5.7% 14.4%
総農地面積
122,519 995 2,441 9,612 














































含んだ内発的主体性を重視する手法」（徳野 2015 p21）を，実際，徳野の行った「T 型集落点検」などは
実施していないとしても，問題意識として保持していたとみるとことができよう。
表３　「集落」の状態区分とその定義（量的・質的規定）






























































































































































































































1 9 2 0年 1 9 2 5 1 9 3 0年 1 9 3 5 1 9 5 0年 1 9 5 5 1 9 6 0年 1 9 6 5 1 9 7 0年 1 9 7 5 1 9 8 0年 1 9 8 5 1 9 9 0年 1 9 9 5 2 0 0 0年 2 0 0 5 2 0 1 0 2 0 1 5年
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